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駆

μ
1

羅

戸

田

博

士

逝

く

戸
田
博
士

の
卒
去
に
よ
り
、
本
誌
が
其
の
有
力
な
る

執
筆
者

の

】
入
を
永
久
に
失

っ
た
ε
い
ふ
こ
ε
は
、
留

に
本
誌

の
た
め
の
み
な
ら
す
、
我
が
學
界
の
た
め
、

一

つ
の
大
き
な
損
失
で
あ
る
Q

博
士
は
明
治
四
年
(
一
八
七

】
年
)
五
月
八
日
に
、
廣
.

島
縣
豊
田
郡
豊
田
村
に
生
れ
ら

れ
た
。
東
京
帝
国
大
學

法
科
大
學
の
選
科

生

ご

し

て
政
治
科

に
属
す

る
全
科

を
履
修

し
了

へ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
年

(
一
八
九

七
年
)
.七
月
の
こ
ざ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
な
ほ
三
十
二

年
五
月

に
至
る
ま
で
は
、
引
続

き
同
大
學
に
籍
を
置

い

て
、
法
律
及
び
経
済
に
關
す

る
諸
學
を
修

め
ら
れ
だ
。

明
治
三
十
二
年
六
月
清
浦
蛮
書
着

ご
し
て
公
に
さ
れ
た

『
明
治
法
制
史
」
は
、
圭

ε
し
て
博
⊥
⊥
が
こ
の
頃
執
筆

さ

れ
π
も
の
で
あ
ち
う
。
同
書
の
序
文
に
は

「
本
署
に
關

雑

録

戸
田
博
士
勉
く

し
て
は
渋
墨
士
戸
田
海
市
氏
を
始

め
其
の
勉
知
名
諸
氏

の
補
助
を
得
た
る
も
の
少

か
ら
ヤ
」
云

々
ε
書

い
て
あ

る
。明

治
三
十
二
年
(
一
八
九
九
年
)⊥八
月
に
第
四
高
等
墨

校
教
授
に
任
せ
ら
れ
、
同
三
十
四
年
二
月
願

に
よ
b
官

を
冤
ぜ
ら
れ
把
。
こ
れ
は
我
が
京
都
市
國
大
學
に
赴
任

せ
ら
る

、
、己
ご
に
な

っ
た
か
め
で
、
乃
ち
同
年

(
一
九

〇

一
年
∀
パ胤
…昼

　
.一十

一
日
京
都
市
國
文
學
講
師
を
囑
托

さ
れ
て
居

お
り

だ
か
ら
博
士
が
我
が
京
都
市
國
大
學

に

關
係
を
有
た
れ
だ
の
は
、
爾
來
最
近
に
至
る
ま
で
、
満

二
十
三
年
に
な

る
鐸
で
あ
る
。

明
治
三
十
四
年
九
月

に
京
都
市
國
大
難
法
科
大
車
助

教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
脛
濟
學
第
二
講
座
を
分
憺
し
、
明

治
三
十
⊥
ハ年

一
月

に
は
英
佛
凋
國

へ
満
三
箇
年
間
の
留

學
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
我
國
を
出
獲

き
れ
た
の
は
、
同
年

二
月
で
あ
る
。
留
學
中
は
主

ε
し
て
凋
逸

に

居

ら

れ

た
。
そ
の
露
.任

さ
れ
た
の
は
雨
明
治
三
十
九
年
七
月
で

み
る
。
博
士
の
死
の
原
因

だ
る
膓
の
病
は
、
蹄
朝
後
聞

も
な
き
頃

に
獲
し
た
も
の
ε
思
は
れ
る
。
現

に
博
士
が

病
を
東
京
胃
腸
病
院
に
養

っ
て
み
た
の
は
、
明
治
四
十

第
十
入
巻

(第
四
號

一
三
九
)

八
四
五



廟

薙

鍼

戸

田
博

士
逝

く

年
か
ら
四
十

一
年

に
か
け
て
の
こ
ご
で
あ
る
。
.

こ
れ
よ
り
先
き
、
明
治
三
十
九
年
八
月
、
(
露
朝
の
型

胤
)、
京
都
市
國
大
里
法
科
大
學
激
授

に
任
ぜ
ら
れ
.
経

済
學
第
二
講
座
を
撚
當
し
隔
十
月
更

に
縄
濟
學
第

↓
講

座
を
分
撰
す
。

こ
の
頃
博
士
は
大
學

に
在

っ
て
、
商
業

」

経
済
學
、
工
業
経
済
學
の
外
、
貨
幣
論
を
も
講
義

さ
れ

て
る
把
や
う
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
八
月
に
は
、
経
済

學
第

一
講
座
分
据
を
免
じ
、
更

に
統
計
蝦
講
座
兼
櫓
を

介
せ
ら
れ
た
。
博
士
が
大
難
で
統
計
學
の
鱒
義
を
持
た

れ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初

め
て
ゴ
あ
ら
う
。
更

に
明
治

四
十
三
年
(
一
九

↓
○
年
)
の
九
月
か
ら
は
、
砒
曾
政
策

の
講
義
を
大
學
で
さ
れ
る
や
う

に
な

っ
た
。

博
士
が
其
の
著
蓮
を
箪
行
本

に
さ
れ
た
の
は
、
明
治

四
十

　
年
(
一
九
〇
八
年
)
か
ら
同
四
十
四
年

(
一
九

一

一
年
)

(.
か
け
て
の
敷
年
間
で
あ
っ
て
、
即
ち
其

の
間

に
は
次
の
如
き
も
の
が
公
に
さ
晒
た
。

'『 一 一

工 合 我
同

業 及「芳 躅
ト ノレ

.経 ラプ 逸
ス ノレ

流 し 槻
.」 」 」

朋 珊 舟.

【「i】 岡 目月治

国.四 四
十 「卜 十

.年 年 年

十 二 一

月 月 刀

第
十
入
棺

(第
四
槻

「、四
〇
)

入
四
六

『
日

本

之

砒

曾

」

一

粉

同

四
+
四
年
六
月

「
日

本

之

経

済
」

一

肋

同

四
+
四
矢

月

そ
れ
よ
り
以
後
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
遂

に
著
書

の
公
刊
を
見
る
に
至
ら
な
か
つ
把
。
捉

マ
本
誌
の
創
刊

前

に
は
『
京
都
法
學
會
雑
誌
」
(
A「
の
『
法
學
論
叢
」
の
前

身

)
で
、
本
誌
の
創
刊
後
に
は
主
ε
し
て
其

の
時
論
欄

で
、
絶
え
ず
論
文
を
獲
表
さ
れ
て
み
た
こ
ご
は
、
本
誌

の
讃
者
の
知
ら
る

、
が
如
く
で
め
る
。

本
誌
の
創
刊
は
大
正
四
年

〔
一
九

一
五
年
)
で
あ
め
、

京
都
帝
国
大
畢
内

に
経
済
畢
部
な
る
も
の
が
渋
墨

部
か

ら
猫
立
し
て
設
け
ら
れ
た
の
は
、
大
正
七
年

(
一
九

一

八
年
)
で
あ
る
が
、
爾
來
博
士

が
本
誌

の
軌
筆
者
の

一

人
こ
し
て
2
拙
鞄
経
済
學
部
激
授
の

一
員
窪
し
て
、
久

し
一
審

無

爵

て
る
ら
巽

ξ

は
・
藪
に
盲
ふ
ま

で
も

な

い
。

だ

ゴ
両
三
年
前

よ
り

し

て
、
病

漸

く

重

く
、
激
壇

に
主
た

る

・
こ

ε
も
稀

に
な
b

、
本

誌

に
執

筆

さ
れ

る
こ
ε
も
以
前

ほ
こ
で
は
無

く
な

っ
た
。
調

べ

て
見

る
ε
、
昨
年

の
⊥
八
月

號

に
載

っ
た

『
支

那

の
産
業

に
封
ず

る
投
資
」

が
、
A
-日

で
は
、
本
誌

に
截

つ
だ
博

士

の
論
友

の
恨
後

の
も

の
ε
な

っ
て
み

る
。
.
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一

構
上
が
永
眠
さ
れ
た
の
ば
・
大
正
十
三
年
三
月
五
日
.

午
前
十

一
特
十
五
分
で
あ
る
。
遺
言
に
も
`
づ
き
翌
日
.

藤
浪
教
授
軌
∬
の
下
に
遺
骸
を
解
剖

k
、
七
[[
阿
彌
陀

ノ

峯

に
お
い
て
荼
毘
に
附
す
。
三
月
十
日
、
大
學
構
内
経

済
學
部
研
究
室
に
お
い
て
告
別
式
を
行
ひ
、
遺
骨

は
之

を
黒
谷
の
墓
地
に
葬
る
。

左
に
一録
す

る
も
の
は
、
特
に
本
誌
の
た
め
諸
家

の
寄
.

.

せ
ら
れ
た
追
憶
で
あ
る
。


